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とする「コシヒカリ」背景の CSSLs の中から「CSSL3204」（対象ゲノム領域：第 3 染色体、GS3 領域
を含まない）を見出していた。著者はこれを引継ぎ、「コシヒカリ」と「CSSL3204」の F2集団を養成









雑に由来する F2 集団を用いた QTL解析を実施した。その結果、染色体 2、3、4、8、および 11上に
SERに関する QTLが検出された。特に 2 つの主要な QTL、すなわち qSER3（寄与率：14.5％）および
qSER8（寄与率：12.6％）は、高い優性効果を示していることを見出した。一方、GS3 を含む染色体
領域には QTLは見出されず、当初の材料のスクリーニングが効果的であったことを示していた。さら
に、「あきだわら」を母本に、F2 の親として使用した F1 個体を父本として BC1F1 個体群（想定され
る分離が「あきだわら」型ホモと「W0120」型ヘテロの 1:1 分離であり、精度の高い検証が可能）を









平成 31年 1月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
